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Study on the Effect of Conference Training Targeting Coordinators of 
Special Needs Education on Their Role Performance













The object of this study was to discuss the effect of conference training targeting coordinators of special needs 
education on their role performance by examining Katsushika Ward, Tokyo, as an example, where systematic 
training is provided for them. The subjects of this study were coordinators with considerable experience, mid-
level experience, and lacking experience chosen based on the number years of experience as a coordinator. 
The subjects were asked to respond to a questionnaire. From their responses, it was revealed that conference 
training based on case studies had been provided in the workshop for schools in each block of the Ward. It was 
suggested that experienced coordinators might benefit from recalling activities conducted by their respective 
schools or by themselves. Conference training might also help mid-level coordinators to master the methods for 
meeting the various needs of children in special education and understand how to make effective use of relevant 
bodies. And it was suggested that lacking experience coordinators required to  conference training.
Key words
coordinators of special needs education, training for coordinators, conference training, competence of 
coordination
  




























































































   















































































項目 Ａ小学校 Ｂ小学校 Ｃ中学校
コーディネーター経験 11年 ３年 初年度
年代 50代 30代 30代
教員経験 30年 ８年 ６年
内訳










所有 あり なし なし
  



























































































   






















































































































































































   

研究論文河村 久 腰川 一惠
― 28 ―
特別支援教育コーディネーターを対象としたカンファレンス研修がコーディネーターの役割遂行に及ぼす効果の検討
な事例に接することができる機会であり，多様な教育的ニーズ
に的確に応える方策を身に付ける場となっている。さらに，校
内にとどまらず，外部関係機関の有効活用についての知見を得
る場ともなっていることが回答からうかがえる。
Ｃ校のコーディネーターは今年度初年度ということで，情報
を得ることができなかったが，研修全体会に期待する事項とし
てケース会議をあげており，カンファレンス研修へのニーズが
高いことをうかがわせる結果であった。公立学校の特性として
毎年の人事異動は避けられないことである。したがって，比較
的経験の浅いコーディネーターが多くならざるを得ない実情が
ある。この層に属するコーディネーターの専門的な力量の育成
に資するカンファレンス研修の在り方を更に検討していく必要
がある。
５．今後の課題
本研究では，経験年数別に調査対象者を選定し，それぞれの
コーディネーターとしての役割を遂行するうえで，カンファレ
ンス研修でどのような効果が考えられるかの検討を行った。し
かし，事例も少なく一般化することには限界がある。今後，さ
らに対象を増やし，経験別の研修ニーズを明確にして，研修プ
ログラムの再検討を行っていきたい。
（注１）特別支援教室：東京都が平成28年度から導入した巡回指導の制度。小
学校全校に通常の学級に在籍する発達障害等の児童の学習上・生活上
の困難を改善・克服するための指導を行う教室を設置し，情緒障害等
通級指導学級を拠点として，専任の教員が各学校を巡回指導する仕組
み。平成30年度から中学校でも導入する予定で，モデル事業を実施し
ている。Ｂ校のコーディネーターは，巡回指導教員として，巡回先の
複数の小学校の副コーディネーターとしての役割も担っている。
（注２）アイリスシート：葛飾区における就学支援計画。療育機関が記入する
実態等，全ての関係機関が記入する引き継ぎ事項，担任・コーディネー
ターが中心に記入する情報，支援機関の一覧，個別指導プログラム計
画票からなる。
（注３）副籍交流活動：特別支援学校に在籍する児童生徒が居住地の小・中学
校等に副次的な学籍を置き，交流及び共同学習を行う仕組み。
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